
見守り活動ＮＥＷＳ！ 

 見守り活動実施中の地区部会に、令和７年度中に「見守り活動に係わる事例をご提供ください」と

お願いし、活動事例をお寄せいただきました。お忙しい中ご協力いただきありがとうございました。 

 「感謝されたこと」「役に立ったこと」「残念だったこと」など、様々な事例をご紹介いただきまし

た。皆様のご参考になればと思い、事例の一部を掲載させていただきます。 

 なお、個人情報保護の観点から、一部内容について加工させていただいています。ご理解ください

ますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

事
例
１ 

見守り対象者 Ａさん（女性・８０歳代） 

異常サイン ご近所から、最近見かけないので心配だとの声があった。 

対 応 状 況 対象者へ電話連絡するも不通であったことから、自宅へ訪問した。 

対 応 結 果 

偶然対象者の子と会うことができたため、状況確認した。 

迷惑電話がかかってくることから、本人は在宅中でも電話を取らないよ

うにしていることを聴取。その後、本人の安否を確認。引き続き見守りを

続けている。 

事
例
２ 

見守り対象者 Ｂさん（女性・７０歳代） 

異常サイン 持病を持つ一人暮らし高齢者が怪我をしていた。 

対 応 状 況 
見守り活動従事者が、救急搬送された対象者と偶然居合わせ、体調不良を

察知した。 

対 応 結 果 
後日担当の民生委員さんが対象者宅を訪問した際に、足のむくみが見ら

れ、対象者が辛そうにしていたため救急車を呼び、医療機関へつないだ。 

事
例
３ 

見守り対象者 Ｃさん（９０歳代） 

異常サイン 夕方のパトロール中に庭で転倒している対象者を発見する。 

対 応 状 況 救急車を手配する。別居の親族に電話連絡する。 

対 応 結 果 
救急車が到着し、対象者は一命を取り留めた。 

救急車や対象者の親族を待つ間に防災訓練の勉強が役立った。 
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皆さまの日々の活動や気づきが、高齢者等の孤立・孤独対策となり、安心・安全な地域づくりにつ

ながります。 

住み慣れた地域で、地域の実状に応じ活動いただける住民の皆様が、日常生活の中でお互いにさ

りげない目配り・気配りや声かけを通して、『向こう三軒両隣』の関係づくりを続けていきましょう。 

 

＜参考＞ 

－見守り活動実施地区部会及び町内自治会数－ 

区  名 実施地区部会数 実施町内自治会数 

中 央 区 １３地区部会 １５８町内自治会 

花見川区 ８  〃 ２５  〃 

稲 毛 区 ８  〃 ２８  〃 

若 葉 区 ６  〃 ３５  〃 

緑 区 ４  〃 １１  〃 

美 浜 区 ５  〃 ３５  〃 

合計 ４４地区部会 ２９２町内自治会 

               〔令和８年５月現在 千葉市社会福祉協議会把握分〕 

事
例
４ 

見守り対象者 Ｄさん（９０歳代） 

異常サイン 対象者が自宅と違う方向に自転車を押しながら歩いている姿を発見する。 

対 応 状 況 
声掛けを行い、本人確認する。親族と連絡が取れたことから、ご家族に対

象者を引き渡した。 

対 応 結 果 

対象者の認知症が進行している可能性を親族へ伝え、あんしんケアセン

ターを案内する。そのことがきっかけで、親族があんしんケアセンターへ

相談するに至る。その後徘徊により警察に保護されることがあったが、親

族や本人から相談があるまでは、介入せず、干渉しすぎないことを意識し

て、見守り活動を行っている。 

事
例
５ 

見守り対象者 E さん（８０歳代） 

異常サイン 
特に大きな異常は見られなかったが、見守り対象者の生活状況確認の一環と

して実施。 

対 応 状 況 声掛け及び状況確認を行う。 

対 応 結 果 
対象者が問題なく生活されていることを確認した。 

今後も継続的な見守り活動を行う。 


